
企業版ふるさと納税のご紹介
【愛媛県⻄予市】

令和８年度
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暮らしてあんしんが体感できるまちづくり

重点施策の三本柱 医療・福祉改⾰の推進

人口減少対策の推進

災害に強いまちづくりの推進

●救急・⼩児医療体制の維持強

化

●医療福祉現場での⼈材確保

●３施設（⻄予市⺠病院・野村

診療所・つくし苑）の経営の健全

化と医療サービスの質の向上●出会い・結婚支援を強化し、出会い

サポート事業を拡充

●官⺠連携による新たな雇⽤創出の

創出

●シビックプライドの醸成と子育て世帯

の経済的負担軽減

●事前復興計画に基づく「事前復興まち

づくり」の推進、防災アプリを核としたデジタ

ル防災の社会実装の充実等

●自主防災組織や地域防災リーダーの

育成

●肱川流域における復興事業の推進

愛媛県⻄予市⻑ ご挨拶

本市では、持続可能な地域づくりを目指し、「医療・福祉改⾰の推進」「人口減少対策の推
進」「災害に強いまちづくりの推進」の三本柱を掲げ、まちづくりを推進しております。

⾼齢化が進む中での医療・福祉体制の再構築、若者や子育て世代が安⼼して

暮らせる環境づくり、そして災害に強いまちづくりはいずれも喫緊の課題です。

企業の皆様からの寄附は、地域課題の解決に直結する事業の財源として

活⽤させていただきます。

皆様の温かいご支援が⻄予市の未来を照らす⼤きな⼒となります。

貴社の社会貢献活動の一環として、また地域との新たなつながりを築く

機会として、本制度をご活⽤いただければ幸いです。

愛媛県⻄予市⻑ 管家 一夫
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〜海抜 0ｍ〜1,400ｍ 海・⾥・⼭のまち〜

宇和町重要伝統的建造物群保存地区

● 平成１６年４⽉１⽇ 旧５町が合併し誕生

● 人 口 ︓３２,５２９人（R８.４. １現在）
（世帯数１６,９３２世帯）

● 人口構成（R２国調）
年少人口 １０.１％
生産年齢人口 ４５.８％
⽼年人口 ４４.１％

愛媛県⻄予市（せいよし）の紹介

● 面 積 ︓５１４.３３ｋ㎡
（県内久万高原町に次いで２番目）

● 標高差 ︓約１,４００ｍ

● 就業構成（R２国調）
第一次産業 １９．５％
第二次産業 １７．３％
第三次産業 ６３．３％

東京

羽田空港から約1時間20分

松⼭市
JR松⼭駅

約1時間

⻄予市

松⼭IC

約1時間

JR卯之町駅 ⻄予宇和IC

四国⻄予ジオパーク
平成25年9月
日本ジオパーク認定

本市は、愛媛県の⻄南部に位置しており、⻄は宇和海に⾯し、東は⾼知県境の四国カルストの⼭々に

接しています。海抜０mから標⾼約1,400mまで広がる変化に富んだ 大地（ジオ）を有し、⻑い年

月をかけて育んできた豊かな⼤地は、 “ここにしかない„ をつくりだしています。
日本列島最古級の地層が存在し、海・⾥・⼭の多様な自然が存在する本市は、平成25年９月に

⽇本ジオパークに認定 され、令和8年1月に3度目の再認定を受けました。

⼤地の遺産を地域住⺠、調査・研究機関、⾏政及び⺠間団体等が協働で保全し、教育への活⽤、地

域の自然、歴史、⽂化を巡る特徴ある魅⼒的なジオツーリズムを推進するとともに、⻄予市の⼤地で産ま

れた食材を ジオの恵み として発信し、地域産品の魅⼒向上を図っています。

四国⻄予ジオミュージアム
（令和4年4月開館）
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企業版ふるさと納税とは

国が認定した地域再生計画に位置付づけられる地方公共団体の地方創生プロジェクト
に対して企業が寄附を⾏った場合に、法人関係税から税額控除する仕組みです。

寄附額

約３割 約４割 約２割 約１割

法⼈住⺠税＋法⼈税 法⼈事業税損⾦算⼊※

※企業が地⽅公共団体に寄附した場合は、その全額が損⾦算⼊されるため、寄附額の約３割相当額の
税の軽減効果があります

①法人住⺠税・・・寄附額の４割を税額控除。（法⼈住⺠税法⼈税割額の20%が上限）
②法人税・・・法⼈住⺠税で４割に達しない場合、その残額を税額控除。ただし、寄附額の１割を限度

（法⼈税割の５％が上限）
③法人事業税・・・寄附額の２割を税額控除（法⼈事業税額の20％が上限）

軽減効果
最⼤約９割!!

企業負担

寄附の検討 寄附の申込・払込 税の申告

⻄予市が発⾏した
受領書により税の
申告を⾏ってください

関⼼のある対象事業
について、いつでも
お問合せください

10万円より寄附が可能です︕

⻄予市広報・ホームページにて寄附の実績を紹介をします︕

寄附額の最⼤９割の税の軽減効果を活⽤して、社会貢献できます︕

寄附の流れ

企業側のメリット

※⻄予市に本社が所在する企業の寄附は、本制度の対象になりません。
※寄附を⾏うことの代償として、経済的な利益を受け取ることは禁⽌されています。

申込書は
こちらより
ダウンロード
できます

（企業のイメージアップ）

（SDGｓに貢献）
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企業版ふるさと納税による⻄予市のベネフィットについて

企業版ふるさと納税による寄附をいただいた場合、⻄予市では「ご寄附に対する感謝の
気持ち」のメニューとして、以下のベネフィットを提供させていただきます。

７

※企業様の希望等によって実施するものであり、必須ではありません。
※詳細は打ち合わせ後に決定します。

ベネフィット寄附⾦額

・お礼状の送付
・市HPへの寄附情報掲載（企業情報掲載）寄附額10万円以上

・市広報誌への寄附情報掲載
・その他10万円以上の寄附と同様のベネフィット寄附額50万円以上

・感謝状の贈呈（贈呈式の実施）
・マスコミへのプレスリリース
・その他50万円以上の寄附と同様のベネフィット

寄附額100万円以上

・紺綬褒章への推薦
・その他100万円以上の寄附と同様のベネフィット寄附額1,000万円以上

感謝状贈呈式の様子

広報せいよへの掲載



⻄予市の企業版ふるさと納税額

寄附額
（物納含む）（円）件数年度

3,000,000１件令和２年度
8,000,000４件令和３年度
2,200,000２件令和４年度

47,822,316３件令和５年度
55,107,600８件令和６年度
93,036,92315件令和７年度

（千円）

令和６年12月に株式会社⼤塚商会様からいただいた防災資
機材（物納）は、各種防災対策事業に活⽤させていただきま
した。

令和６年1月に株式会社ファンケル様からいただいた寄
附は、若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
事業に活⽤させていただきました。

企業版ふるさと納税を活⽤する企業は全国的に増加しており、企業様より注目いただいている制度です。
当市でも増加傾向にあり、企業様の寄附により地方創生推進事業を応援していただいています。
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⻄予市の地方創生事業

⻄予市では令和２年４月に「⻄予市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」を策定し、
下記の２つの目標を掲げて、まちづくりを進めています。
⻄予市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略に位置付けられた地⽅創⽣に資する事業が企業版ふるさと

納税の寄附の対象となります。

若者が戻ってくる雇⽤創出

若い世代の結婚・出産・⼦育ての希望をかなえる

基本目標基本目標

事業名施策政策

市観光PR事業
観光の振興

しごとづくり

ジオパーク推進事業

企業誘致奨励⾦事業商工業の振興

農業後継者育成事業
農業の振興

特産品等消費拡⼤事業

子育て応援事業
子育て支援の推進

ひとづくり
保育所等におけるおむつの無償化事業

市⽴病院看護師等奨学資⾦貸与制度事業継続的な医療体制づくりの推進
全国かまぼこ板の展覧会事業⽂化の振興
防災対策啓発活動事業

防災・減災対策の推進
まちづくり

空家等対策事業
⾼校魅⼒化事業

持続的な市域へのデザイン
地域づくり活動センター推進事業

移住交流促進事業持続的な⾏政経営への取り組
み推進⾏財政

寄附の活⽤が可能である具体的な事業を一部紹介します
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令和８年度 寄附対象事業

しごとづくりしごとづくり

市観光PR事業 観光の振興
イベントによる観光の促進

都市部で「⻄予市フェア」を開催することで市内の観光振興を⾏っています。併せて、各自治体と連携し
たり、市内で開催されるイベントを支援したりすることで誘客を促進します。

ジオパーク推進事業 観光の振興
ジオパークの普及促進

関連するSDGｓ

市内に数多く存在する地域資源を、⽣涯学習や学校教育の場、新たな観光資源として、地域振興
に活かすため、ジオパーク学習会、ジオガイドの育成、ジオサイトの管理やPR活動を⾏います。

関連するSDGｓ

事業費

13,981 千円

事業費

14,436 千円

▼乙亥大相撲（野村町）

▲奥地の海のかーにばる（三瓶町）

令和8年１月に日本ジオパーク委員会から３度目と
なる再認定を受けることができました。
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しごとづくりしごとづくり

農業後継者育成事業 農業の振興
持続的な農業経営への基盤づくり

事業費

80,169 千円

事業費

51,057 千円

農家の⾼齢化並びに担い⼿不⾜が深刻化する地域農業の課題解決のため、持続可能な⼒強い
農業の実現をめざし、経営の不安定な新規就農者・農業研修⽣を支援します。

関連するSDGｓ

関連するSDGｓ

企業誘致奨励⾦事業 商工業の振興
企業誘致と創業支援

11

▲誘致した企業の設備

企業⽴地や設備投資を支援することで、事業展開の負担を軽減し、安定した成⻑を後押しします。
新たな産業⽤地の確保と雇⽤創出を通じ、企業と地域ともに発展する持続可能な地域経済の実
現を目指します。



しごとづくりしごとづくり

特産品等消費拡⼤事業 農業の振興
特産品・産地化の推進

「セイいっぱい、⽶いっぱい、つながる⻄予の応援⽶」

事業費

12,501 千円

12

地域産業の担い⼿・後継者不⾜という課題に対し、市内の⼩中学⽣へ多様な就業体験を提供し、
地元の産業が持つ魅⼒や価値を直接伝えることで、子どもたちの郷⼟愛を醸成し、将来的な地域
産業の持続可能性を⾼めます。

令和７年度の取組紹介

▲中学⽣の農業体験

市内全中学⽣に地元農家が育てた新米20㎏を配布。
農業体験事業も⾏い、地元のお米を⾝近に感じてもらい、
ふるさとへの理解を深め、愛着や誇りを育む取り組みをおこ
ないました。事後アンケートでは、⻄予市のお米の関⼼や
興味が⾼まった、⽣産者への感謝の気持ちがうまれた、と
いう声をいただきました。

令和８年度は、⻄予市の特⾊ある産業
（水産業・農業・畜産業）を実際に体験で
きる「せいよ︕お仕事体験プログラム」を市内
全域（標⾼差1,400m）で展開します。

令和８年度 寄附対象事業

関連するSDGｓ



ひとづくりひとづくり

子育て応援事業 ⼦育て支援の推進
⼦育て家庭への経済援助

「子育てするなら⻄予」を掲げ、出産世帯や中学校進学前の保護者に対する経済的支援、10か月
相談時に市産木材を使って作成したおもちゃやネームプレートの配布、子育て家庭を応援する機運
醸成を図るため、「子育て応援事業所認定」などを⾏います。

高齢者福祉・介護保険の推進
住み慣れた地域で暮らせる介護環境づくり

事業費

25,451 千円

関連するSDGｓ

保育所等におけるおむつの無償化事業
保護者の経済的負担の軽減を図るほか、登園準備にかかる保護者及び保育士等の精神的負担を軽
減し、子育てしやすい環境を整えることを目的とし、市内の保育所（園）、幼稚園、認定こども園に通
う全年齢児童の「おむつ無償化」事業を⾏います。（県内初の取組事業）

⼦育て支援の推進
保育サービスの充実

事業費

9,627 千円⻄予市
子育て支援課

補助⾦申請

おむつ
業者

関連するSDGｓ
13



看護師等奨学資⾦貸与制度事業 継続的な医療体制づくりの推進
地域医療の継続的運営の取り組み

事業費

2,400 千円

関連するSDGｓ

事業費

9,938 千円

関連するSDGｓ

全国かまぼこ板の展覧会事業 文化の振興
特色ある文化施策の取組み

14

ひとづくりひとづくり

市⽴病院等で看護業務に従事する意思のある、看護師等養成施設に在学⼜は在学することが決
定している⽅に対して、無利子で奨学資⾦を貸与する制度です。看護師等の養成と確保を図り、
市内における医療体制づくりを推進します。卒業後、市⽴病院等での勤務期間に応じて返還が免
除されます。

看護師を目指すあなたを
奨学⾦で応援します

野村地域医療センター（野村診療所・つくし苑）

「いつでも、だれでも、なんにでも描ける」を原点に、かまぼこ板を⽤いたユニークな絵画公募展を継続
開催することで、芸術⽂化の裾野を広げるとともに、全国各地および海外からの応募や来館を促進
し、本市の知名度向上および交流⼈⼝の拡⼤による地域活性化を図ります。

第31回展覧会は令和８年７月19日〜令和９年１
月11日に開催。テーマは 「おもしろうてやめられん」

令和８年度 寄附対象事業

⻄予市⺠病院



まちづくりまちづくり

防災対策啓発活動事業 防災・減災対策の推進
地域防災⼒の強化

空家等対策事業 防災・減災対策の推進
空き家の安全管理

関連するSDGｓ

関連するSDGｓ

増加する空家等に対して、市⺠に安⼼で安全な住環境確保のため、総合的な対策を実施します。
さらに、若年層世代の⻄予市への定住促進と、空き家の利活⽤の促進、⻄予市空き家バンク・空き
家市場の活性化を目的として、⻄予市空き家バンクに登録された物件の購⼊費等を助成する「子
育て世帯等空き家活⽤定住支援補助⾦」を支給します。

事業費

12,652 千円

事業費

23,034 千円

15

市⺠・職員の防災意識の⾼揚及び防災⾏動⼒の向上を目的として、総合防災マップ、タイムライン、
要配慮者対策について、研修会やＨＰ等を通じた周知啓発、自主防災組織及び防災士の育成、
避難所の適切な運営に向けた取組を⾏います。
また、アプリ活⽤等によるデジタル防災の推進を図るほか、家具転倒防⽌対策費や感震ブレーカー
設置費の支援等により南海トラフ地震・津波対策を推進します。



⾼校魅⼒化事業

市内県⽴２⾼校(宇和⾼校、野村⾼校）を存続させるため、⾼校の魅⼒化と浸透を図り、⽣徒数の確
保に努めます。また、子どもたちが⻄予市のことを思い、いずれ⻄予市に帰ってくるような郷⼟愛（回帰志
向）を育むふるさと教育を推進し、中⾼連携さらには中⾼⼤学⽣まで交えた連携事業に取り組みます。

持続的な市域へのデザイン
市内高等学校の魅⼒化

事業費

21,227 千円

関連するSDGｓ

16

まちづくりまちづくり

令和８年度 寄附対象事業

令和７年度の取組紹介

遠距離通学費補助⾦の対象として、市内在住者だけではなく、市外から通学する者も対象としたこ
とで、⼊学⽣徒の確保につながりました。また、⽣徒の全国募集を⾏う「地域みらい留学」において、
留学を希望する中学⽣へ直接アプローチできる『⾼校進学フェス』では、従来の東京会場に加え、⼤
阪会場にも出展し、広く⾼校の魅⼒発信を⾏った結果、県外からの⼊学⽣徒の確保ができました。

大阪会場出展ブースでの様⼦



持続的な市域へのデザイン
市内高等学校の魅⼒化

事業費

183,675 千円
関連するSDGｓ

地域づくり活動センターでは、地域の主体的な地域づくり活動を支援することで、市⺠と⾏政の協働による
持続可能な地域づくりを展開し、地域の実情に応じた⾏政サービスの提供を⾏っています。また、持続可
能な住⺠自治を形成するため、27の地域づくり組織に地域の課題解決や次世代に繋ぐための取組に対
して交付⾦を交付し、地域の主体的な地域づくりを推進し、センターはその支援を⾏っています。
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まちづくりまちづくり

地域づくり活動センター推進事業 持続的な市域へのデザイン
地域計画の策定によるまちづくり

⾼川地域づくり会では、地域の宝である穴神鍾
乳洞について、当時中学⽣だった発⾒者４名
の⽅々のお話をもとに、鍾乳洞発⾒エピソードを
絵本にしました。

〜⽳神鍾乳洞物語〜

〜「横のbase]
よこばやしの暮らし〜

高川地域づくり会

横林⾃治振興協議会

⽯城ロマンの⾥応援隊
〜IWAKIマンモスプロジェクト〜

石城マンモスプロジェクトでは、センター内に加工
所を整備し、マンモスkitchenの⽴ち上げや米粉
製品の商品開発、販路拡⼤、学⽣との交流など
楽しみながら事業を展開してきました。
今後も、ふるさと納税を⾒据え、お米から米粉
製品まで継続して取り組んでいきます。

各地域づくり組織の交付⾦を活⽤した取組紹介

自然や⼈との関わりを通して「考える⼒」や「ウェル
ビーイング」を育むことを目的に、滞在型拠点「横
のbase」を整備。地域の匠から「農ある暮らし」の
知恵や技を学ぶ体験的なプログラムを通じて、自
ら考え⾏動する⼒を養い、⼼⾝の健やかさや⼈と
のつながりを⾒つめ直す機会を創出します。



令和８年度 寄附対象事業

⾏財政⾏財政

都市部及び中核市に住み田舎暮らしに憧れる⽅が、その夢が実現でき、移住者が地域課題を補う
役割を果たすといったお互いの想いが相互扶助的に補完しあえる関係性を築きながら、豊かに、更に
魅⼒ある街に成⻑できるように移住促進に取り組みます。

移住交流促進事業 持続的な⾏政経営への取り組み推進
移住・定住・安住への取り組み推進

他にもさまざまな地⽅創⽣に関する事業を⾏っています

⻄予市まち・ひと・しごと創生総合戦略の詳細は
こちらからご覧いただけます

事業費

22,749 千円

関連するSDGｓ

企業版ふるさと納税を活⽤して、⻄予市の地⽅創⽣の取り組みの

応援をよろしくお願いします︕ 18

移住定住交流センター（せいよクラス）と連携し、⾸都圏等で開催される移住フェアの出展や、独
自の移住相談会・体験イベントを企画実施。令和７年度は、市内事業所の協⼒のもと、「お仕事
紹介＆体験ツアーを⾏い、「⻄予で働く」をダイレクトに体験していただきました。

工場見学 餌やり作業

令和７年度の取組紹介



宇和町重要伝統的建造物群保存地区

宇和町「卯之町の町並み」（重要伝統的建造物群保存地区）

明浜町「宇和海狩浜の段畑と農漁村景観」
（国の重要文化的景観）

野村町「四国カルスト・大野ケ原」

城川町「堂の坂の棚田」（⽇本の棚田100選）三瓶町「須崎海岸」

宇和町「わらマンモス」

城川町「四国⻄予ジオミュージアム」 野村町「乙亥大相撲」

⻄予市の風景

19



海・⾥・⼭が育む特産品のご紹介

柑橘王国えひめの多彩な品種海海

柑橘をそのまま搾った⾃然由来のジュースをはじめとした、加工品の数々もラインナップ豊富に
ご⽤意しています︕

20

みかん

柑橘加工品

宇和海に面する段々畑で育まれる柑橘類。南向きの急傾斜地を利⽤して
育てられたみかんは、糖度が高くジューシーな味わいです。



水産物海海

リアス海岸の海では、⼭からの植物性プランクトンが流れ込み、豊かな漁場となります。
また、穏やかな入り江と深い水深は養殖業にも適しています。

ちりめん

ふるさと納税でも大人気のちりめん。宇和海で獲れた新鮮な
しらす・ちりめんをこだわりの製法で提供。加工品も充実しています。

白寿真鯛・鯛めし

じゃこ天・じゃこカツ

真珠

白寿真鯛は、白ごまを⽤いた独⾃の飼料のみを⽤いて育成
することで、身にセサミンを蓄積。 セサミンの強い抗酸化作⽤に
より、 鮮度維持能⼒を高められている次世代の真鯛。

愛媛のソウルフード「鯛めし」も絶品。

「じゃこ天」は、小魚のすり身を揚げたもので、皮や骨もすりつぶ
しており、独特の弾⼒で魚のうま味を凝縮。つまみにも最適。
「じゃこカツ」は、じゃこ天の具材を衣を付けて揚げたもので、
当地グルメとして人気の商品です。

四国⻄予ジオパークを代表する景観のひとつ狩浜の段々畑は、
⽯灰岩で築かれており、その段々畑から海に流れ出る⼭水は
カルシウムなどのミネラルが豊富で、その⼭々と繋がるリアス海岸
の波は穏やかで真珠養殖に適しています。
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海・⾥・⼭が育む特産品のご紹介



⽇本酒

実は愛媛県は約４０の酒蔵が存在する隠れた酒どころ。
美しい水と寒暖の差、そして県内有数の⽶どころという⽴地を生かし、
⻄予市では宇和盆地を中⼼に盛んに酒造りが⾏われてきました。
今も続く酒蔵は伝統の技術に磨きをかけながら、時代にあった新しい酒造りに励んでいます。

はなが牛

YUBOKU オリジナルブランド牛『はなが牛』。
⾃然豊かな⻄予市で、成⻑促進剤を使⽤せず、お⽶や大⾖など
国産飼料を⾷べて育ったはなが牛。加工品ラインナップも豊富。

22

広大な水田風景が広がる「宇和盆地」⾥⾥

広大な水田風景が広がる「宇和盆地」は、昔から南予の⽶蔵として稲作が盛んで、
野村の「河成段丘」では野菜栽培が盛んです。

⽶

⻄予市宇和町は、 四国⻄部の⽶どころと⾔われる町です。
標高２００〜２５０ｍの宇和盆地はきれいな空気と冷涼な気候、
清らかな水に恵まれ、古くから良質な⽶産地と知られています。

ぶどう

⻄予市宇和町は県内でも有数のぶどう産地です。
昼夜の温度差を活かして、デラウェアやピオーネ、シャインマス
カット など、様々な品種のぶどうが栽培されています。



海・⾥・⼭が育む特産品のご紹介

⼭⼭ 四国有数の放牧地帯

高知県との県境の標高1400m の「四国カルスト大野ヶ原」では、集落人口の６倍にあたる
約450頭の牛が放牧・飼育されています。

栗

⽇本有数の和栗産地、愛媛県。 ⽇当たりがよく、水はけのよい土壌。
昼夜の寒暖差が激しい⼭間地で育まれた奥伊予の和栗は、全国から
高い評価をいただいております。栗農家が作るモンブランは絶品︕

乳製品

ミルクの町、野村町で作られる乳製品は、地域で搾られた新鮮で美
味しい生乳を加工し、チーズやお菓⼦等を種類豊富に提供しています。

城川ベーコン

愛媛県産豚⾁を主原料にし、ドイツ人マイスター直伝の製法で作っ
たたっぷりサイズのオリジナルベーコン。厚めにスライスしたベーコンス
テーキやチャーハン、パスタ等色々な料理に使えます。
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ブランド原木椎茸「MUGEN」

⻄予市野村町の豊かな⾃然で育まれた「霧源（MUGEN）。
露地栽培のため希少性が高く濃厚な旨みと⾁厚な⾷感が特徴
で、煮物や焼き物に最適。⾃然の恵みを凝縮した逸品です。

標高差1400ｍの⾃然環境に恵まれた⻄予市は
全国でも有数の多品目産地です︕



【お問合せ】

TEL︓0894-62-6408

企業版ふるさと納税の納付に関すること
⻄予市産業部 経済振興課
ふるさと納税推進室

まち・ひと・しごと創生総合戦略事業に関すること

⻄予市政策企画部 政策推進課
TEL︓0894-62-6421


